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水辺空間は、キャンプやスポーツ
などで集い楽しめ、多くの人々で
賑わっています。
そして、水害など自然災害のリス
クも学べる場所になっています。

梯川かわまちづくり構想について
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河川管理者（国土交通省）は、支援制度に 登録された「かわまちづくり計画」に基づき、
次に掲げる「ソフト施策」、「ハード施策」を行う。

１．ソフト施策
河川管理者は、推進主体の柔軟な提案・発想を尊重し、次の項目に積極的に取り組む。

一 推進主体と連携し、「かわまちづくり」の実現に向けて必要となる調査・検討を実施
二 全国の良好な整備事例やその後の活用について、推進主体に情報を提供
三 地域活性化の観点からオープンカフェやドローンポート、地域が主体となって実施する

イベント施設の設置等、河川空間を活かした賑わい創出に寄与し、地域のニーズに対応
した河川敷地の多様な利用を可能とするため、準則２２による都市・地域再生等利用区
域の指定等を支援

四 河川利用者の安全確保に向けた川の指導者の安全講習等の受講、啓発活動等を支援

２．ハード施策
河川管理者は、まちづくりと一体となった治水上の安全・安心に寄与する河川管理施設で

あるとともに、河川空間を活用し賑わいを創出することで、 地域活性化に寄与する河川管理
施設の整備 及びそれと一体となった生物の生息・生育・繁殖の場の保全・創出のための河道
整備を、事業着手後、 概ね５か年 で積極的に推進する。
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◆ カヌーやキャンプなど気軽にアウトドア体験ができる空間の創出

※ 回遊性の向上
回遊性の向上は人々の移動を促し、都市の滞在時間を増加させ、消費活動をより活発化させること
から、都市中心部の賑わいと消費の両面において大きく寄与することが可能です。

こまつシェアサイクル
（こまつシェアサイクル事務局HPより）

三条ミズベリング
（新潟県三条市提供）

梯川かわまちづくり計画登録に向けた 小松市の基本構想

◆ 中心市街地と歴史文化施設の回遊性向上
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中央まちなかエリア を中心に、

①下流の 歴史文化エリア ②上流の アウトドア利用エリア を設定。

下流へは自転車で、上流へはカヌーなどで自由に往来が可能とします。

回遊性を向上させ賑わいを創出するためには、民間事業者の協力が欠か
せません。
そこで、国や市の公共と民間事業者の役割を明確にし、かわまちづくり
を進めます。



令和６年３月16日北陸新幹線小松駅開業により新幹線を利用して小松市を訪れる人が増加
しており、まちなかと周辺の歴史文化施設の人流の動線を考慮し、カフェなどの休憩施設
やトイレなどの整備を民間事業者と協力して行います。

回遊動線
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令和５年度から小松市内でシェア
サイクルの利用がはじまり、中心
市街地から気軽に移動ができます。

緩やかな流れの特性を活かしカヌーや
SUPなど水上利用も期待されます。こまつシェアサイクル

（こまつシェアサイクル事務局HPより）
笑顔みちる「ひょうたん島」

（内町・新町地区かわまちづくり〈徳島県徳島市、吉野川水系新町川・助任川〉）
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白山

利用検討エリア
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梯川かわまちづくりのスケジュール(案)

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８～

民間導入

マーケットサウンディング インフラ提供・整備

公 共

設備投資・運営

民 間

にぎわい創出

◆現状把握

◆活用可能性

◆実現可能性

◆市場性

◆アイデア・意見

◆問題点

事業発案 事業検討

◆民間事業者の参入
意欲の把握

◆民間事業者が参入し
やすい条件整理

◆官民の役割区分整理

公募



・マーケットサウンディング調査結果 ⇒ 梯川協議会の意見聴取

・公募により選定された民間事業者の事業提案 ⇒ 梯川協議会との意見交換を行う場
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梯川かわまちづくりの持続的な運営

北陸地方整備局
金沢河川国道事務所

（河川管理者）

実施主体
公募により決定

⑥占用許可⑤一括占用申請

⑦指定管理者①公募 ②応募

③意見聴取

④意見

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

民間事業者B民間事業者A

契約締結

民間事業者C

契約締結 契約締結

民間事業者

河川協力団体
梯川協議会

小松市（占用主体）

回数 主な議題

第1回

・ミズベリング会議を市民と
民間事業者において開催

・民間事業者からの梯川活用
提案について意見交換

第2回
・意見聴取を踏まえた事業

計画説明

第3回 ・事業計画の決定

＜ 実施体制 ＞




